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徳山ダム建設中止を求める会通信
No.52(2003. 6. 10

事 務 局  丁EL7FAX 0584「 784119
大垣市田町 1-20-1  近藤方

徳山ダム事業費は1000億円以上膨らむ?
→次ページ

恒例・徳山村キャンプ 8月 23日 (土)・ 24日 (日 )

昨年は64名参加。クマタカのペアの飛翔を見ることができました。
8月 23日 のお昼頃に大垣を出発し、 24日 の午後の早めの時間に帰着します。

参加費 :3000円 ～3500円 程度 (子供は無料)。

参加者各自が用意するもの :寝袋 or毛布。長袖シャツ。雨具など。
できるだけ my箸、 myコ ツプ、my皿 にご協力を。

詳細のお問合せ及び参加申込みは事務局へ (TEL&FAX 0584-78-4119近 藤 )。

7。 12 ぉゲジク∠ 瑠韓 ダム″名古屋の協 勘
長良川河口堰と徳山ダムは、ともに水資源開発公団が建設・管理する水資源施設で

す。大幅な水余りの中、大規模な自然破壊をもたらし、国と地方の財政を破綻に追い

込む「無駄な公共事業」の象徴です。政府も新規水源開発は不要であることを認め、

10月 には水資源開発公団は新規開発を行わない水資源機構に変わりますが、徳山ダ

ム建設は続けるとしています。徳山ダム 3裁判の結審―秋に同時判決―を受けて、
「徳山ダ ム問題は岐阜県だけではなく、名古屋市、愛知県の住民にとって切実な問題

であること」を広く知って頂きたいと思います。

とき:7月 1 2日 (土)13:30～ 17:00
ところ :生協生活文化会館ホール (名 古屋市/地下鉄本山駅④出口2分 )

内容 :I 各地か らの報告…『木曽三川流域の水問題・関連裁判の現状』
全体の概要説明 :伊藤達也 (金城学院大、長良川河口堰住民訴訟愛知原告)

愛 知

二 重

岐 阜

名古屋

山内 悟 (半 田市議、長良川河口堰の水を考える住民の会)

大森 恵 (長 島町議、長良川河口堰住民訴訟三重原告)

近藤ゆり子 (徳 山ダム建設中止を求める会、徳山ダム裁判原告)

武藤 仁 (名 古屋水道労働組合、徳山ダム裁判原告)

Ⅱ 問題提起…『徳山ダムの抱える問題点』
水は余っている :富樫幸― (岐阜大)

負担はどうなる :竹内裕詞 (徳山ダム裁判弁護団)

裁判という方法 :在間正史 (徳 山ダム、河口堰愛知・二重裁判弁護団)

Ⅲ 討論 とまとめ

主催 :「徳山ダムは名古屋の問題」シンポジウム実行委員会
徳山ダム建設中止を求める会/徳山ダム裁判原告・弁護団/長 良川を愛する会/
長良川河口堰住民訴訟愛知原告・弁護団/長 良川河口堰建設に反対する会・岐阜/
みたけ 。500万 人の木曽川水 トラスト/長良川河口堰の水を考える住民の会/
「自然の権利」基金/名古屋水道労働組合/国労新幹線名古屋支部ほか
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川辺川ダム中止を求める申入書賛同者 (団体 口個人)1万人募集中 !

【団体、代表者名or個人名】+【住所=県郡市町村or政令市区 (肌色叉ω番地盃票)】

問合先&集約先 :松原 学 郵送 :〒 812-0061 福岡市東区富松 4-4-3-209
FAX:092-623-1765  電子メーJレ :manabu_matsuOyahoo.co.jp

申し入れ先 :内閣総理大臣/農林水産大臣/国土交通大臣/国土交通省九州地方整備局長

「子守唄の里・五木を育む清流川辺川を守る県民の会 代表 。中島康」&全国市民

申 し 入 れ 書

5月 16日 、福岡高等裁判所は国営川辺川土地改良事業変更計画に対する異議申し立て棄却決

定取消請求控訴事件において、一審判決を取 り消し、原告ら農家の請求を認める原告側勝訴判決

を言い渡 しました。この判決は、用排水と区画整理の二事業について、土地改良法が求める対象

農家の3分の2以上の同意がないと明快に判断したもので、国が違法に事業を進めていたことが

明らかにされたものです。

農林水産大臣が上告を断念したことにより、利水事業の計画変更は白紙となり、現状において

多 目的ダムである川辺川ダム事業は法制上、事業計画の見直しの手続きが必要となります。こ

のまま、ダム事業を続けることはできません。私たち、全国の市民は以下のことを申し入れ致 し

ます。

記

1.内閣総理大臣は、 目的が失われた公共事業である、川辺川ダム事業の中止を関係各省庁に指

示すること。
2.農林水産大臣は、川辺川利水事業計画が存在 しなくなった現在、川辺川ダムからの取水断念

を明らかにし、地元農家の声をよく聞き、地元の実情にあった農業政策を行うこと。

3.国土交通大臣は、川辺川ダム基本計画の主たる目的の一つである、利水事業計画が違法であ

ることが確定し、もう一つの主たる目的である治水面も、森林の保水力向上により本来の河道整

備を行うことで80年に 1回 の洪水に対応可能であることから、川辺川ダム事業を中止すること。

また、川辺川ダム計画中止後、40年近く同計画に起因する物心両面の苦痛を強いられてきた

五木村の生活再建に責任を持つこと。
4.九州地方整備局長は、速やかにダム関連工事を中止 し、新河川法に基づく河川整備基本方針

や河川整備計画の策定に向け、流域住民を含めた流域委員会を設け、住民参加のもと、住民と協

調 して河川事業を進めること。

6/14 市民討論「公共事業は本当にこれでよいのか」
主催 :中部の環境を考える会  (問合せ :野呂法律事務所 052… 241¨ 7613)

日時 :6月 14日 (土) 13:30～ 17:00
場所 :生協生活文化会館 4階ホール (地下鉄本山駅④出口より右へ徒歩 2分 )

進行 1:基調講演「21世紀の公共事業を考える」宮入興―先生 (愛知大学経済学部教授)

:愛知万博、中部国際空港、徳山ダム調査報告

参加自″ ス場無料:会場意見交換

〉

「やめよ !徳山ダム」 徳山ダム建設中止を求める会 代表 :上田武夫

編集責任 :近藤ゆり子  事務局 〒503¨0875 大垣市田町1-20-1
TEL/FAX 0584-78-4 11 9 Email:tokuyama― dam@cside.com

URL:http://tokuyama¨ dam.cside.co耐

郵便振替 :00800-7-31632   年会費 2000円
午
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